
　人口減少・少子高齢化が進行する中で、都市の持続的な発展を図るためには、多くの人・モノが内外から集まり、優秀
な人材を惹きつける「魅力ある都市づくり」、「住み続けたい・訪れたいと思える都市づくり」をすることが必要であり、「魅
力ある都市」の要素の一つである「地域固有の歴史・文化・風土等を活かした」良好な景観形成をめざす。

景観に関する意識や機運の醸成を行い、景観の保全・活用に向けた地域の自主的な仕組みづくりを支援す
る。

今後の
方向性

景観形成の仕組みをつくる景観形成
環境調和都市

施
策
の
大
綱

都市づくり部都市創生課

事業： 景観形成推進事業 1451
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整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

04第1章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

景観形成の仕組みづくりに必要な地元住民の機運醸成を図ることができ
たため。A

高野街道沿道住民の機運醸成や、5つの谷の景観の啓発を行ったため。

A
A

A

目

標

景観に関する勉強会や学識経験者による講演会等を通じ、住民の景観に対する理解を深め、高野街道沿道において地
域の資源を活用した景観保全・活用の仕組みづくりを支援します。
大阪府屋外広告物条例に基づく屋外広告物の適正な許可等の事務を行います。　

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

4,388

1,287

0.40

0.00

203

37

0

1,047

一人あたり

世帯あたり 93

40

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

1,177

90

0

0

1,087

3,482

0.30

0.00

74

32

110

113

37

0

-40

906

0.10

0.00

19

8

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

B

A
B

B

人件費

公債費

内
訳

3,101

0

事業費（決算額） 1,287

2,305

0

1,177

796

0

110 (千円)

 (千円)

 (千円)
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